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担当教員の⼩森理・理⼯学部教授が参加している�Ocean180�プロジェクトのメンバーをお招きし、4⽇間の夏期集中講
義を⾏います。プロジェクトリーダーは琉球⼤学の久保⽥�康裕教授です。
�Ocean180�とは、海の⽣物多様性ビッグデータと統計モデルや⼈⼯知能（AI）を基に、海の⽣態系を「⾒える化」
し、市⺠∕⾏政∕企業∕⾦融機関と協働して「海の豊かさを守る」ための10年プロジェクトです。プロジェクト名であ
る�Ocean180�には、劣化する海洋環境を、この10年で反転改善するという気持ちが込められています。

Society5.0はサイバー空間とフィジカル（現実）空間を⾼度に融合させた
システムにより、経済発展と社会的課題の解決を両⽴する⼈間中⼼の社
会とされています。様々なセンサーによりフィジカル空間上で収集され
たビッグデータを、サイバー空間で蓄積しAI・機械学習・データサイエ
ンスなどの基盤技術を⽤いて解析することで新たな価値の創造を⽬指し
ます。このような創造的な活動を通して国連が提唱する持続可能な開発
⽬標(SDGs)も達成することができます。
そこで本講座ではSDGsの中の14、15番⽬の⽬標「海の豊かさを守ろう」
と「陸の豊かさを守ろう」に焦点を当て、海と陸の⽣物多様性保全に向
け精⼒的に研究と活動を⾏っている⽇本の第⼀⼈者の先⽣⽅を講師にお
招きし、⽣物多様性ビッグデータの構築と整備、AI・機械学習・データ
サイエンスを⽤いた解析、⽣物多様性保全の実際、さらに関連するトピ
ックについて講義をして頂きます。
また講義内容の理解を深めることを⽬的として、適宜実データ解析の演
習も取り⾏います。

Society�5.0   
⽣物多様性保全

における

9/9∼12

Ocean180�オフィシャルサイト
https://ocean180-pj.com/

１.ネイチャーポジテイブとは何かⅠ？

５.持続的成⻑のための⾃然資本の保全再⽣スキーム  

２.ネイチャーポジテイブとは何かII？

３.⽣物多様性データとアルゴリズムの可能性�

４.⽣物多様性可視化の現状と展望

６.⽣物多様性に対する⼈間活動の影響評価

７.⽣物多様性可視化データを元に地域の
 �ネイチャーポジテイブを実習を通して考える

13.種分布予測のための統計解析⼿法

８.⽣物多様性保全活動におけるAI・深層学習の活⽤

12.海洋保護区の効果と数理モデリング

９.衛星画像を⽤いた機械学習による植⽣予測

10.種や個体の不完全な検出を考慮した⽣物多様性評価の⽅法

11.環境DNA分析を⽤いた⽣物多様性の観測と評価

14.種分布予測に関する統計解析演習

講義内容

(4⽇間) 


